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（
偏
在
対
応
常
駐
従
事
務
所
開
設
支
援
対
象
と
し
て
の
指
定
の
手
続
）

第
二
十
七
条

前
条
第
一
項
の
貸
付
け
を
受
け
る
こ
と
を
申
し
出
る
弁
護
士
法
人
（
以
下
「
申
出
弁
護
士
法
人
」
と
い

う
。）は
、
偏
在
対
応
常
駐
従
事
務
所
を
開
設
し
よ
う
と
す
る
偏
在
解
消
対
策
地
区
の
弁
護
士
会
又
は
当
該
弁
護
士
会

が
属
す
る
弁
護
士
会
連
合
会
に
対
し
、
会
長
が
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
申
出
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
出
を
受
け
た
弁
護
士
会
又
は
弁
護
士
会
連
合
会
は
、
当
該
申
出
が
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
か
を

審
査
す
る
。

一

申
出
弁
護
士
法
人
の
偏
在
対
応
常
駐
従
事
務
所
を
開
設
す
る
計
画
が
具
体
的
な
こ
と
。

二

申
出
弁
護
士
法
人
が
、
偏
在
対
応
常
駐
従
事
務
所
に
常
駐
す
る
弁
護
士
（
以
下
「
常
駐
弁
護
士
」
と
い
う
。）に

対
し
て
、
公
益
的
活
動
を
積
極
的
に
受
任
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
旨
約
し
て
い
る
こ
と
。

三

そ
の
他
当
該
申
出
の
趣
旨
が
本
支
援
の
目
的
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。

３

弁
護
士
会
又
は
弁
護
士
会
連
合
会
は
、
前
項
の
審
査
に
よ
り
当
該
申
出
が
前
項
の
基
準
に
適
合
す
る
と
認
め
る
と

き
は
、
本
会
に
対
し
、
申
出
弁
護
士
法
人
を
偏
在
対
応
常
駐
従
事
務
所
開
設
支
援
の
対
象
に
指
定
す
る
よ
う
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

４

本
会
は
、
前
項
の
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
申
出
弁
護
士
法
人
を
偏
在
対
応
常
駐
従
事
務
所
開
設
支
援
の
対
象
に

指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
常
駐
弁
護
士
と
な
ろ
う
と
す
る
者
（
以
下
「
常
駐
予
定
者
」
と
い
う
。）が
司
法
修
習
生

で
あ
る
と
き
、
司
法
修
習
生
の
修
習
を
終
え
た
者
で
あ
っ
て
弁
護
士
登
録
が
未
了
の
も
の
で
あ
る
と
き
、
弁
護
士
実

務
経
験
が
乏
し
い
と
き
そ
の
他
本
項
の
支
援
を
必
要
と
す
べ
き
事
情
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
三
項
の
申
請
を

し
た
弁
護
士
会
又
は
弁
護
士
会
連
合
会
が
、
当
該
常
駐
予
定
者
に
対
し
、
会
長
が
相
当
と
定
め
る
期
間
、
当
該
常
駐

予
定
者
が
弁
護
士
実
務
経
験
が
乏
し
く
偏
在
対
応
常
駐
従
事
務
所
に
お
い
て
執
務
す
る
こ
と
に
配
慮
し
て
、
法
令
及

び
法
律
事
務
に
精
通
す
る
た
め
の
研
鑽
、
弁
護
技
術
の
向
上
、
弁
護
士
業
務
の
能
率
化
、
法
律
事
務
所
経
営
の
効
率

化
そ
の
他
弁
護
士
と
し
て
の
業
務
基
盤
確
立
に
直
接
又
は
間
接
に
必
要
な
方
策
等
に
つ
い
て
支
援
を
す
る
こ
と
を
条

件
と
し
て
指
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

第
四
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
常
駐
弁
護
士
の
変
更
に
よ
り
偏
在
対
応
常
駐
従
事
務
所
開
設
後
に
前
項
の
支
援
を

必
要
と
す
べ
き
事
情
が
生
じ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
第
三
項
の
申
請
を
し
た
弁
護
士
会
又
は
弁
護
士
会
連
合
会
が
、

新
た
な
常
駐
弁
護
士
に
対
し
、
会
長
が
相
当
と
認
め
る
期
間
、
前
項
の
支
援
を
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
指
定
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
偏
在
対
応
常
駐
従
事
務
所
開
設
支
援
補
助
金
の
貸
付
け
の
申
請
）

第
二
十
八
条

前
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
偏
在
対
応
常
駐
従
事
務
所
開
設
支
援
の
対
象
と
し
て
指
定
さ
れ
た
弁
護
士

法
人
は
、
当
該
指
定
が
あ
っ
た
日
か
ら
一
年
以
内
に
、
会
長
が
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
、
当
該
指
定
に

係
る
前
条
第
三
項
の
申
請
を
し
た
弁
護
士
会
又
は
弁
護
士
会
連
合
会
を
経
て
本
会
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
第
一

項
の
貸
付
け
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

本
会
は
、
前
項
の
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
経
理
委
員
会
の
議
を
経
て
、
相
当
と
認
め
る
額
の
偏
在
対
応
常
駐
従

事
務
所
開
設
支
援
補
助
金
を
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

「
日
弁
連
ひ
ま
わ
り
基
金
」
支
出
に
関
す
る
規
則
第
七
条
の
二
第
一
項
に
基
づ
く
貸
付
け
を
受
け
た
弁
護
士
法
人

は
、
偏
在
対
応
常
駐
従
事
務
所
開
設
支
援
補
助
金
の
貸
付
け
を
重
複
し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
偏
在
対
応
常
駐
従
事
務
所
開
設
支
援
補
助
金
の
返
済
期
限
及
び
免
除
）

第
二
十
九
条

偏
在
対
応
常
駐
従
事
務
所
開
設
支
援
補
助
金
の
貸
付
け
に
あ
た
っ
て
は
、
貸
付
け
の
日
か
ら
七
年
以
内

の
日
を
返
済
期
限
と
し
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

偏
在
対
応
常
駐
従
事
務
所
開
設
支
援
補
助
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
弁
護
士
法
人
が
、
次
の
各
号
の
要
件
を
い
ず
れ

も
充
た
す
と
き
は
、
理
事
会
の
承
認
を
得
て
、
偏
在
対
応
常
駐
従
事
務
所
開
設
支
援
補
助
金
の
返
済
を
免
除
す
る
。

一

貸
付
け
の
日
か
ら
五
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
、
偏
在
対
応
常
駐
従
事
務
所
の
開
設
を
し
、
か
つ
、
そ
の
開

設
し
て
い
た
期
間
（
以
下
「
常
駐
従
事
務
所
開
設
期
間
」
と
い
う
。）が
二
年
以
上
で
あ
る
こ
と
。

二

偏
在
対
応
常
駐
従
事
務
所
に
お
い
て
、
常
駐
従
事
務
所
開
設
期
間
中
、
偏
在
対
応
常
駐
従
事
務
所
開
設
支
援
補

助
金
を
返
済
す
る
に
相
当
な
収
入
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

三

偏
在
対
応
常
駐
従
事
務
所
開
設
後
、
貸
付
け
の
日
か
ら
五
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
、
常
駐
弁
護
士
が
公
益

的
活
動
を
積
極
的
に
受
任
し
た
こ
と
。

四

本
支
援
の
目
的
に
照
ら
し
て
、
偏
在
対
応
常
駐
従
事
務
所
開
設
支
援
補
助
金
の
返
済
を
免
除
す
る
こ
と
が
相
当

で
な
い
と
認
め
る
べ
き
特
段
の
事
情
が
な
い
こ
と
。

３

本
会
は
、
偏
在
対
応
常
駐
従
事
務
所
開
設
支
援
補
助
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
弁
護
士
法
人
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
理
事
会
の
承
認
を
得
て
、
偏
在
対
応
常
駐
従
事
務
所
開
設

支
援
補
助
金
の
返
済
を
猶
予
し
、
又
は
そ
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
免
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

管
内
偏
在
解
消
対
策
地
区
に
偏
在
対
応
常
駐
従
事
務
所
を
開
設
し
な
か
っ
た
こ
と
又
は
常
駐
従
事
務
所
開
設
期

間
が
二
年
に
満
た
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

二

偏
在
対
応
常
駐
従
事
務
所
の
業
務
及
び
財
務
の
状
況
に
、
偏
在
対
応
常
駐
従
事
務
所
開
設
支
援
補
助
金
の
返
済

を
猶
予
し
、
又
は
免
除
す
べ
き
特
段
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

（
偏
在
対
応
常
駐
従
事
務
所
の
経
理
）

第
三
十
条

申
出
弁
護
士
法
人
は
、
偏
在
対
応
常
駐
従
事
務
所
の
収
入
及
び
支
出
に
つ
い
て
、
申
出
弁
護
士
法
人
の
他

の
法
律
事
務
所
と
区
分
し
て
経
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
偏
在
対
応
常
駐
従
事
務
所
開
設
支
援
補
助
金
の
借
入
れ
に
伴
う
報
告
義
務
）

第
三
十
一
条

偏
在
対
応
常
駐
従
事
務
所
開
設
支
援
補
助
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
弁
護
士
法
人
は
、
年
一
回
、
偏
在
対

応
常
駐
従
事
務
所
開
設
前
に
あ
っ
て
は
そ
の
開
設
に
向
け
て
の
準
備
状
況
及
び
本
会
が
求
め
た
事
項
を
、
開
設
後
に

あ
っ
て
は
常
駐
弁
護
士
の
公
益
的
活
動
の
受
任
状
況
及
び
本
会
が
求
め
た
事
項
を
、
本
会
及
び
第
二
十
八
条
第
一
項

の
弁
護
士
会
又
は
弁
護
士
会
連
合
会
に
対
し
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
会
又
は
当
該
弁
護
士
会
若
し
く
は
弁

護
士
会
連
合
会
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
て
報
告
を
求
め
た
場
合
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

附

則

第
二
条
第
一
項
第
二
号
ハ
及
び
ニ
、
第
十
九
条
第
一
項
、
第
二
十
三
条
第
三
項
並
び
に
第
二
十
五
条
か
ら
第
三
十
四

条
ま
で
の
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
年
六
月
十
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

立
法
対
策
室
規
則
制
定
公
告

立
法
対
策
室
規
則
（
規
則
第
百
三
十
一
号
）
を
左
の
通
り
制
定
し
た
の
で
公
告
す
る
。

平
成
二
十
年
六
月
十
九
日

日
本
弁
護
士
連
合
会

立
法
対
策
室
規
則

（
平
成
二
十
年
六
月
十
九
日
規
則
第
百
三
十
一
号
）

（
設
置
）

第
一
条

本
会
に
立
法
対
策
室
を
お
く
。

（
任
務
）

第
二
条

立
法
対
策
室
は
、
次
の
事
項
に
関
す
る
所
要
の
事
務
を
行
う
。

一

立
法
技
術
に
関
す
る
調
査
、
研
究
及
び
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積

二

立
法
対
策
セ
ン
タ
ー
等
に
お
け
る
立
法
企
画
に
基
づ
く
法
案
等
の
作
成

三

見
直
し
規
定
の
お
か
れ
た
法
令
に
関
す
る
見
直
し
案
の
作
成

四

法
律
案
、
政
令
案
、
規
則
案
等
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
案
の
作
成

五

前
各
号
の
事
務
の
遂
行
に
必
要
な
情
報
収
集
及
び
国
内
外
の
立
法
例
等
に
関
す
る
調
査
、
研
究

六

そ
の
他
本
会
が
取
り
組
む
立
法
課
題
に
関
す
る
事
項

（
構
成
）

第
三
条

立
法
対
策
室
に
室
長
及
び
嘱
託
若
干
名
を
お
く
。

２

室
長
は
、
嘱
託
の
う
ち
か
ら
会
長
が
指
名
す
る
。

３

嘱
託
は
、
事
務
総
長
の
推
薦
に
基
づ
き
、
会
長
が
委
嘱
す
る
。

４

嘱
託
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

（
室
長
）

第
四
条

室
長
は
、
事
務
総
長
の
指
示
を
受
け
て
、
そ
の
任
務
を
遂
行
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
六
月
十
九
日
か
ら
施
行
す
る
。
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